





定して中国系資本を誘致したが、カジノ遊興に絡んだ治安悪化から、中国政府の締め付けがあり、二〇一一年を境に盛衰が一転した。ラオス北西部は以前から少数民族文化を目玉とするエコツアーがバックパッカーに人気で、ルアンナムタはその宿泊町と 機能しており、中国領内よりも英語が通じる宿泊施設が多い。ボーテンからラオス・タイ国境のフェイサイまでの二二八㎞部分が以前は雨季に 通行不可能となる悪路であったが、 二〇〇八年の舗装工事完了により、 急こう配 ・急カーブの連続する部分が多いものの 一気に利便性 高まった。昆明からフェイサイまで 以前は最低でも三泊四日程度の険しい行程だった今 一泊二日で大丈夫だ。　
フェイサイと、メコン川を挟んで対岸のタイ側の
























































姿を見かける。国境を歩いて渡ってすぐのタチレクの国境マーケットでは様々な中国製模造品を売っている。メーサイ側でも同様の商店が何件もあるが、タチレク側のほうがコピー商品の洪水度合が激しい感じだ。加えて、タチレク市内にはカジノ施設 四軒あり、国境を越えて来るタイ人ギャンブル客 需要に応えている。メーサ とタチレクのおびただしい商店の数にもかかわらず、日本の地方都市のシャッター商店街のように潰れずにやってい は、昔 ら 麻薬や宝石の取引など、非合法な経済活動が、少なからずこの国境経済圏を潤し からだと想像する。  タチレクからチャイントンまでの一六二㎞
は、その大半がカーブ 多い山道で、上述のラオス区間の地形 似ている。 だし こちらは未舗装 箇所や穴が多 箇所が多く 頻繁な減速が避けられない。 途中すれ違うトラックは「力帆」ブランドの中国製や、現代ブランドの韓国製が多かった。 ャイントン市内は全般に静かで落ち着い 雰囲気だが 地元の伝統マーケット 一〇〇ｍ四方くらい 空間に、市民（人口約二〇万人）の何分の一かが集合したのでは いかと思うぐらい混雑いていた。地元シャン人に混ざってアカ族など他の少数民族 行商人も出てきている。　
チャイントンからマインラーまでの九四㎞
はスリル満点だ。ガー レールのない断崖絶壁や穴ぼこだらけ 箇所が多いのに加え、途中で乗客が下車して徒歩で通過しなければならないチェックポイントが三か所ある。第二番目のチェックポイントからは、ミ マー政府当局の責任が及ばな 、シャン州第四特
ら越えてきた中国人だ。一般のシャン人たちには全く関係ない世界を形成している。　
カジノ移転の憂き目にもかかわらず、マイン
ラー市街はしぶとく賑わっている。中心地のマーケット 四区画に分かれていて、その一区画は伝統的な朝市、一区画は中国各地の中華料理を出すフードコート、一区画は土産物店街、そして最後の一区画は風俗店群だ。マーケットの中央に きちんと「公安」ブースもあり、いわば辺境の歌舞伎町 いう感じだ。③北部経済回廊（中緬国境貿易ルート）　
昆明から西へ向かい、ミャンマーと 国境町
である瑞麗まで（約七五〇㎞）の往復を三泊四日 視察した。途 の風光明媚な観光都市大理までの約三五〇㎞は山間 縫っているが、 ンネルを駆使した片道二～三車線のきわめてよく整備された舗装道路で平均時速一 〇～一二〇㎞で走行可能だ。 かし、瑞麗手前 一〇〇㎞から高速道路が終了 、一般道 国道三二 号線になり、片道一車線のカーブが多い難路となる。瑞麗に近づくにつれ、交通量 増え、とくに上り坂ではスピードが出ないトラック 追い越しには対向車線に神経を遣う。　
瑞麗（人口約十一万人）は主要道路が碁盤





告大橋を渡ると姐告国境貿易区だ この三 ・ 一四㎢の区域は二〇〇〇年に中国で最初 「境内関外」が適用され、ミャンマーのトラ クは の地域まで無税で進入す こ ができ、中国のトラックは姐告大橋の手前に設置された 通関と
写真 6：マインラー近くのカジノ
写真 7：瑞麗のミャンマー系











ノを目当てに中国人も第三国人も一時パスで越境できたようだが、今は無理だという。それでも、ゲート近くにはヤミで越境観光を斡旋してくる人 ちたむろしていて、一人あたり二〇〇～三〇〇元払えば 正式国境でなルートから出入りできるという。第二に、上述ゲ の北側に「辺民通道」というゲートがあり、一般車両の通過が可能となっている。ここからは両国の近隣の「辺民」同士が一時パスで自由に出入りしている。第三に、最 賑やかなのが、第二ゲートと真反対の南側 ある「貨物通道」というゲートだ。見た限り、中国側からミャンマーへ入る ラックがゲート手前で何台も待っていて 中 側の出超は明らかだった。この国境でもミャンマー人 不法出入国が簡単である証拠をみた。第一ゲートでは国境ビルの横手に隙間の大きい鉄製 柵があり、その隙間 らミャンマーの少年少女が簡単にすり抜けてきて、中国側にい 私たちに物乞いしてきた。第三ゲートでも、イミグレ施設のすぐ横 二・五ｍほどの高さの柵をよじ登って、ミャンマー方向へ帰 く男性を二人見た。ヤミ越 観光 斡旋もそうだろうが、失うも が少ない人 ちにと は、ハイリスク・ハイリター なのであろう。
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